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国料理店の敷地利用には特色がある。トラックが

通過できるような鉄製の赤く塗られた門をくぐっ

て敷地の中に入ると，自動車が数台駐車できる広

いスペースがあり，その奥に中国料理店があると

いうパターンが多い（図19）。これは，かつての

皮革工場を改造して，中国料理店を開業したため

である。筆者の調査では，図13に示したように，

2009年3月現在，29軒の中国料理店を確認した。

　中国料理店の従業員はほとんどすべてインド

人で，一般に華人はレジ台に座っているのみであ

る。中国料理店の客は大半がインド人である。昼

食時は客が少なく，夕食時に自動車でタングラ地

区のチャイナタウンに中国料理を食べに来るイン

ド人が多い。

　地元の華人の話によれば，現状では，中国料理

店の数が多すぎて過当競争状態にあり，一部の中

国料理店を除くと経営は苦しいようである。しか

し，中国料理店経営者には，カナダをはじめ海外

在住の家族が多く，彼らからの海外送金が，中国

料理店の経営収入の不足を補っているとのことで

ある。

　タングラ地区における華人の重要な施設の1つ

は，培梅学校（1934年設立）である。培梅学校の

図18　華人の住居
　鉄製の門とその周囲は赤色に塗装されている．隣家
はインド人の住宅．

図19　 皮革工場を改装して造られた規模の大
きな中国料理店

　　　中国語の店名は「碧寶思餐室」．

図16　皮革をリヤカーで運ぶインド人労働者

図17　華人経営の皮革工場の内部
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敷地は広く，校舎の建物も3階建て，その規模の

大きさは，この地区が華人で栄えた時代を思い起

こさせる（図20）。培梅学校はもともと台湾系の

華文学校であり，繁体字で書かれた台湾式の教科

書を用いて授業を行っていた。しかし，今日では

クラスによっては，簡体字で書かれた中国大陸式

の教科書も用いている。培梅学校では，平日は英

語教育の学校に通っている華人生徒に，週末に中

国語を教えるための「補習中文」コースを設けて

おり，なかには7，8人のインド人生徒も含まれて

いる。校舎の屋上には，関帝廟が設けられており，

春節の際には，参拝に訪れる大勢の華人でにぎわ

う。

　華人の宗教関連施設としては，タングラ地区の

チャイナタウンには，図13中にも示した四邑山荘

がある。これは，前述した広東省珠江デルタの四

邑地方出身者が組織した四邑会館所有の共同墓地

である。また，同図中の Chinese Kari Mandir は，

ヒンドゥー教のカーリー女神（図21）を祀った祠

であり，宗教面での華人の伝統文化のインド社会

への融合の一つの例を示している（張幸，2008：

56 -57）。

Ⅳ　おわりに

　本稿では，世界の華人社会研究においても空白

域となっており，これまで先行研究が乏しかった

インドの華人社会を対象に，その地域的特色につ

いて考察するとともに，インドで唯一チャイナタ

ウンを有する都市であるコルカタのチャイナタウ

ンの現状を記述・分析してきた。その結果，明ら

かになった事項は，以下のようにまとめることが

できる。

　インドの華人は，イギリス植民地時代の首都で

あったコルカタに集中してきた。華人の祖籍では，

広東省籍が多数を占め，特に梅県出身の客家人が

最大多数を占めた。客家人の経済活動は皮革業と

靴製造業に特化した。インドにおける華人の職業

選択においては，ホスト社会であるヒンドゥー教

を中心とするインド社会のわずかなニッチに経済

活動を集中し発展させていくという華人の適応戦

略が認められる。

　1959年のチベット動乱により，チベットからチ

ベット族難民がインドへ大量に流入した。一方，

1962年に発生した中印国境紛争に伴うインド政

府の華人排斥政策の大きな影響を受け，カナダや

図21　カーリー女神
Chinese Kari Mandir（Mandir は寺院の意味）の内部．

図20　培梅中学
　正面の校舎の屋上には，関帝廟の屋根が見える．
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オーストラリアなど海外へ再移民する漢族系華人

が増加し，華人社会は衰退していき，今日に至っ

ている。

　1965年にインドネシアで発生した9・30事件や

1975年のベトナム戦争終了後のベトナム・ラオ

ス・カンボジアの社会主義化など居住国と中国と

の政治的関係の悪化による華人社会の衰退・停滞

が，インドの華人社会においても同様に認められ

た。

　コルカタには市中心部のティレッタ・バザール

地区および南東郊外のテングラ地区にチャイナタ

ウンが形成されている。ティレッタ・バザール地

区のチャイナタウンは，中印国境紛争までは繁栄

し，その名残として，会館，廟などの華人の伝統

的な施設が今日でもみられる。しかし，中印国境

紛争後の華人の海外への再移民による華人人口の

減少により，この地区のチャイナタウンは衰退し

た。一方，テングラ地区のチャイナタウンは，華

人経営の皮革工場の集中により形成された新しい

チャイナタウンである。近年の皮革業の衰退によ

り，皮革工場の中国料理店への転換が著しく，テ

ングラ地区のチャイナタウンは，今日では中国料

理店集中地区となっている。これは，インドにお

ける中国料理の受容の進展，および華人の職業と

しての中国料理業の発展の可能性を示している。

人口11 .9億（2008年推定）を有するインドにおい

て，インドに居住する漢族系華人が1万～2万人

程度というのは極めて少数である。1990代以降，

インド・中国の両国関係は改善してきており，イ

ンドの経済発展に伴い，市場には安価な中国製品

が出回って来ている。最近では，中国からの新移

民（ニューカマーズ）も増加しており，その数は

1991～2001年までに11 ,100人あまりに達してい

るといわれる（張秀明，2008：19）。インドにおい

ても，東ヨーロッパ，西アジア，アフリカ，南アメ

リカ（山下，2007）などで見られるように，ビジネ

スチャンスを求めて，中国から流入する新移民の

さらなる増加が予想される。これに伴い，衰退・

停滞してきたインドの華人社会も今後，変容，発

展していくものと思われる。

　本研究を遂行するにあたり，平成18～21年度日本学
術振興会・科学研究費補助金基盤研究（A）「日本にお
けるエスニック地理学の構築のための理論的および実
証的研究」（課題番号18202027，研究代表者：山下清海）
の研究費の一部を使用した。

注

 1）例えば，「印度加爾各答塔壩中国城」（2006年6月
5日， 中 国 新 聞 網 ）http://www.chinanews.com.cn/
news/2006 /2006 -06 -05 /8 /739449 .shtml（ 最 終 閲
覧日：2009年3月5日），「コルカタで中華三昧（1）」 

（2006 年 2 月 17 日 ）http://www.indo.to/index.php? 
itemid=329（最終閲覧日：2009年3月5日）など。

 2）朝日新聞1962年11月16日「危険な中国人に措置　
インド内相が言明」。

 3）朝日新聞1962年11月21日「中国人240人逮捕　ダー
ジリンで」。

 4）朝日新聞1962年11月27日夕刊「インド在住中国人
の6分の1に上る　逮捕すでに二千人」。

 5）朝日新聞1963年1月20日「中共，インドに明確な回
答要求　在印中国人引取り問題」）。

 6）中国では，主として改革開放政策実施後の海外への
新しい移民を「新移民」とよび，一旦，東南アジアや
南アメリカなどへ移住した華人が，さらに他の地域へ
移住していく現象を「再移民」とよんでいる（山下，
2005：24）。

 7）中国側の定義によれば，中国以外の国籍を有してい
る中国系住民は「華人」とよび，両者をまとめて取り
扱う場合には，「華僑華人」という呼称を用いている。
一般に東南アジアをはじめ多くの研究者は，中国側の
定義による「華僑」と「華人」をまとめ，総称として「華
人」の語句を用いているが，本稿においてもこれに従
う。「華人」「華僑」の用語に関しては，山下（2005：
18 -19）参照。

 8）梅県は，現在の梅州市の中心地であり，客家人に
とっては，客家人居住地域の「首都」的な地位を有し
ている。筆者の東南アジアや台湾における客家人の
調査によると，梅県で用いられている方言は，最も標
準的な客家方言といわれ，梅県出身の客家人は，客家
人の中でも最も主流であるとみなされている。客家
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人が「私は梅県の客家人です」という言い方には，強
い誇りが感じられる。

 9）筆者は，シンガポールの華人の経済活動において，
福建人，潮州人，広東人，客家人など華人方言集団の
間で，地域的にも，経済的にも，相互に「すみわけ」が
みられることについて論じた（山下，1988：72 -80）。

10）北川（1979：87）は，「インドでは華僑の進出は殆ど
なく，わずかにカルカッタにのみ中国人街があり（中
略），その多くは靴屋をやっており，社会的地位は低
い。住居は CBD の北東行政区42に集中している。」
と記している。北東行政区42は，ティレッタ・バザー
ルが位置する地区である。

11） World Gazetteer, India: metropolitan areas
 http://www.world-gazetteer.com/wg.php?x=&men=

gcis&lng=en&dat=80&geo=-104&srt=pnan&col=aohd
q&msz=1500&va=&pt=a（最終閲覧日：2009年3月5
日）。

12）南京酒楼は1927年に開業し，中国情緒豊かな豪華な
設備で，コルカタで最も有名な中国料理店の1つで，
イギリス領インドの上流社会の人々や外交官などの
顧客が多かった（施主編，1969：インドの項，p.10）。

13）華僑経済年鑑編輯委員会編（1960：488）は，第二次
世界大戦中は東南アジアからインドに避難してきた
華人が多く，コルカタのチャイナタウンの金行も栄え
ていたが，戦後，金行の多くは閉店し，当時，華人経
営の金行は「誠昌」と「信興」の2軒のみとなったと述
べている。

14）北川（1978）に掲載されているコルカタの地域区分
図，スラムの分布図などによる。

15）「加爾各答塔壩中国城：保留舞龍拝年祭祖伝統」（中
国新聞網，2008年2月19日）http://www.chinanews.
com.cn/hr/trj/news/2008 /02 -19 /1167265 .shtml（最終 
閲覧日：2009年3月5日）。

16）日本革類業卸売協同組合のホームページ http://www. 
nikkaku.or.jp/　によれば，皮なめしには大きく分け
て，木の皮や果実などから抽出したタンニン（一般に
渋などともいう）によってなめすタンニンなめしと，
金属化合物である塩基性硫酸クローム液を用いてな
めすクロームなめしがある。タングラ地区の皮革工
場の環境汚染問題とは，なめし作業に使用した薬品の
廃液の問題と思われる。

17）前掲15）参照。
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